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1 はじめに

観光案内や施設案内，切符の予約システムといった，

ある特定のタスクを遂行するためにユーザと自然言語を

用いて対話を行なうシステムはこれまでにも多く研究さ

れており，またそういった課題遂行型の対話システムは

我々の身の回りにおいて少しずつ実用化され始めている

[1, 2]．その一方で，高齢者や子どもの話し相手となるた

め [3]，あるいはエンターテイメントとして，話すこと自

体を目的とした対話，すなわち雑談を行なうような非課題

遂行型の対話システムの必要性も高まっている．Eliza[4]

をはじめとした非課題遂行型の対話システムでは，特定

の分野について構築された知識データを必要とせず，特

定のドメインに限定しない発話に対して応答可能であり，

ユーザはシステムと自由な対話を行なうことができる．

しかしそれらのシステムではその発話のほとんどが相槌

やユーザ発話のオウム返しとなっており，対話によって

何らかの情報を得ることができるといった形の意味付け

が難しい．

そこで本研究では，ユーザとの自由な対話を行いつつ

ユーザにとって未知の情報を提供する対話を続けること

ができるシステムの開発を目指し，Webから獲得した知

識に基づいてユーザとの雑談対話を遂行する対話システ

ムを構築した．このシステムではWeb から得た情報と，

各種の言語処理モジュールを組み合わせることにより，特

定のドメインに限定しないような雑談対話を行なう．具

体的には，Webから獲得したニュース記事やWikipedia

等の知識，および質問応答等の自然言語処理の技術を用

いたモジュールを組み合わせることにより，ユーザとの

雑談対話を実現する．

2 関連研究

Web上の情報を雑談対話に利用する研究として，ウェ

ブニュースを発話の情報源とした対話システムを構築し

た水野らの研究がある [5]．水野らは雑談において相手を

飽きさせない要因として，本研究と同様にシステムがユー
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ザにとって未知である情報を提供することを挙げており，

次々に更新されるウェブニュースを，ユーザにとって未

知である可能性の高い情報として提供できるとしている．

このシステムではユーザ発話を検索クエリとしてニュー

スの記事を検索し，その記事内の文の中でもっとも要約

としてふさわしいものをシステム発話として選択する手

法をとっているが，対話はユーザ発話と一問一答の形式

であり，対話の継続については考慮されていない．

吉野らは知識源からの情報の抽出とシステム発話の手

がかりとして述語項構造を利用し，ユーザ発話と意味的

に近いシステム発話を生成する手法を提案している [6]．

そこでは対話のドメインをプロ野球に関することに制限

した上で，WikipediaやニュースサイトなどのWeb上に

存在する情報を用いて，ユーザの質問に回答する形の対

話を行なう音声対話システムを構築している．またユー

ザが発話しない無音時間を検出し，かつ保持している情

報の中にそれまでのユーザ発話と関連性のある情報が存

在した場合には，その情報の推薦を行なっている．

また鳥澤は，従来のような課題遂行型の対話システム

ではシステム内に詳細で複雑な知識を保持し，入力され

る多様な自然言語表現とそれらを結びつける必要性から，

回答できる範囲が限られてしまう領域依存性が強いとい

うことが問題であるとした [7]．領域依存性を排除するた

めに，ユーザからシステムへと向かうという情報の流れ

を想定した「ユーザへインタビューを行なう」というタス

クを設定することで，自動獲得された言語知識のみで有

意味な対話を実現している．

本研究ではこれらの関連研究をふまえ，Web から獲

得した知識をもとにシステム発話を生成する複数のモ

ジュールを組合わせて用いることで，自由な対話を行な

いつつシステムからユーザへ新たな情報を提供できる雑

談対話を行なうシステムを構築する．

3 構築したシステム

構築した対話システムを図 1に，その動作の概要を図 2

に示す．

システムはあらかじめ取得しておいたウェブニュース，

Wikipedia の定義文データベースを保持しており，これ



図 1 構築した対話システム
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図 2 システムの動作概要

らと質問応答処理を用いて雑談対話を行なう．

システムは保持している最新のニュース記事から一つ

を選択し，ユーザに話題として提案する．続いてユーザ

の入力をもとに，話題としているニュース記事内の情報，

Wikipedia の定義文，関連するニュース記事などを用い

て発話を生成する．

ニュース記事は朝日新聞社のニュースサイトである

図 3 対話に用いる記事の例

asahi.com*1より一定時間ごとに取得し，随時形態素解

析，構文解析，固有名詞抽出等の操作を行なう．図 1 で

の対話においてシステム発話を生成するために用いた

ニュース記事の例を図 3に示す．

3.1 話題の提案

システムは対話のはじめにニュース記事の提案を行な

う．提案されるニュース記事は，最新の記事の中からラ

ンダムに選択される．更新が頻繁に行われるニュース記

事を話題とすることでユーザの興味を引きやすく，対話

の自然な導入が可能である．

話題の提案を行なう際にはニュース記事の内容をよく

表しているキーワードを用い，「【キーワード】に興味はあ

りますか？」とシステムからの問いかけを行なう．問い

かけに対して肯定する回答が得られた場合には，その話

題についての対話を開始する．キーワードに関しては出

来る限りその記事の内容を表し，かつその記事に特有の

ものを選択する．記事内に多く，また先頭に近い位置に

出現し，その語句が他文書にあまり出現していなければ，

その記事に特有な語句であると言える．そこで記事内で

の出現位置と出現数，取得済のニュース記事全体から算出

した IDF値を用いてキーワードの選択を行なう．ニュー

ス記事のキーワード K は，記事に付与されている関連記

事検索用のキーワードを候補とし，以下の式で算出され

たスコアが最も高いものを採用する．

Score =
∑
k∈K

(1− l(k)

N
) ∗ idf(K)

*1 http://www.asahi.com/
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図 4 Wikipedia検索の例

ここで，k は出現したキーワード候補 K のニュース記事

内での各出現，l(k)は k が出現した行数であり，N は記

事の文数，idf(K)は K の IDF値である．図 3の例では

キーワード候補のうち「フェスタ」が選択され，図 1での

対話時に話題の提案に用いられている．

3.2 話題に関する対話

対話の話題となるニュース記事が決定されると，システ

ムは種々のモジュールを用いてユーザとの対話を行なう．

各モジュールはユーザ発話を入力として受け取り，シス

テム発話の候補を生成する．本研究では以下の 3 種類の

モジュールを用いている．

1. Wikipedia定義文検索

2. ニュース記事を情報源とした質問応答

3. ニュース記事内の情報を提示

システムはWikipedia定義文検索，質問応答，記事内情

報の提示の順番でシステム発話の生成が可能であるかを

調べる．

3.2.1 Wikipedia定義文検索

このモジュールでは例えば「X ってなんですか？」の

ように，ある語 X の定義を問うような形の文に対して

Wikipedia 内の X の項目を検索し，該当するものがあ

ればその一文目である定義文をシステム発話とする．

Wikipedia の定義文はそのままでは話し言葉として適切

ではないため，ルールに基づいて「です」「ます」調の話

し言葉に変換する．検索を行なう際にはWikipediaに登

録されているリダイレクト情報や，曖昧さ回避ページの

情報を利用することで，表記の揺れや語の曖昧性を吸収

する．例を図 4 に示す．ここではユーザの「ブラウン監

督」についての問いに対して，リダイレクト情報を参照し

「マーティ・ブラウン」についての定義文をシステム発話

としている．
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図 5 述語項構造マッチングの例

また，Wikipediaに関する発話が終了した際，ユーザの

関心がWikipedia 検索を行なった語「X」にあると判断

し，「X」をもとにして関連記事を検索する．記事の検索

には 3.1節で採用したキーワードを用い，キーワードとし

て「X」を持つ記事を関連記事とする．該当する記事が存

在すれば，その記事についての対話をユーザに提案する．

図 4の例では，ユーザの問いに回答した後，「ブラウン監

督」についての情報に関心があると判断して，「ブラウン

監督」をキーワードに持つ記事を新たな話題として提案

しなおしている．

3.2.2 ニュース記事を情報源とした質問応答

ユーザ発話が質問文である場合，質問応答を用いて話題

としているニュース記事から回答の探索を行ない，シス

テム発話とする．このモジュールではものの名称や数量

を問う形の，factoid型質問文に対して質問応答を行なう．

入力されたユーザ発話が質問文であるかどうかは，構文解

析器 KNPによって付与される <疑問 >タグの有無で判

断する．ただし，「そうですか」等の相槌に相当する文に

対しても <疑問 >タグが付与される場合があるため，一

部の文は個別にパターンマッチにより処理から除外する．

回答の探索は図 5 に示すように述語項構造単位で質

問文と記事内の情報をマッチングすることで行なう．質

問文と記事内の文はそのままではうまくマッチングがと

れないため，質問文中の「誰」や「どこ」といった語句

をワイルドカードとして扱い，特定の種類である任意の

語とマッチング可能であるとする．マッチング可能であ

る語の種類は，構文解析器 KNP で付与される８種類の

固有表現 (ORGANIZATION，PERSON，LOCATION，

ARTIFACT，DATE，TIME，MONEY，PERCENT)と

数詞である．例えば「どこ」という疑問詞に対しては，固

有表現タグ ORGANIZATIONあるいは LOCATIONを



表 1 対話例の注釈に対応する処理

注釈 対応する処理

話題の提案 話題となるニュース記事の提案 (3.1節)

Wikipedia定義文 Wikipedia定義文検索 (3.2.1節)

Wikipedia関連文書 Wikipedia定義文検索時の関連文書を話題として提案 (3.2.1節)

質問応答 ユーザの質問に対する質問応答 (3.2.2節)

類似文選択 ユーザ発話と類似している記事内の未発話文を選択 (3.2.3節)

未発話文選択 記事内の未発話文のうち先頭に近いものを選択 (3.2.3節)

持つ任意の語がマッチング可能とする．質問文が入力さ

れると，はじめに小谷らの手法を用いて質問文と記事内の

各文を述語項構造に分解し [8]，記事内の各文に対して質

問文と構造を比較し，ワイルドカードを含めてマッチング

できるかどうかを検査する．マッチングに成功した場合，

質問文側でのワイルドカードに対応する記事側の語句を

回答とする．図 5 の例では「開発」に関する述語項構造

において，疑問詞「どこ」に対応している「IBM」が固有

表現 ORGANIZATIONであるためマッチングが成立し，

「IBM」が回答として抽出されシステム発話となる．

また述語項構造に関するマッチングによる回答抽出で

は，本文中に質問に対する回答にふさわしい情報が含ま

れていても，その述語項構造によっては抽出できない場

合がある．そのため述語項構造に関するマッチングに失

敗した場合の補助的な質問応答手法として，記事中で前

述のワイルドカードに対応する種類の語のうち，その語

が出現していた文と質問文間での同一語の出現数と，直

前のシステム発話で選択された文からの距離から算出さ

れたスコアが最も高いものを，ユーザの質問に対する回

答とする．

3.2.3 ニュース記事内の文の提示

このモジュールは話題としているニュース記事内の一

文を選択し，3.2.1節でのWikipedia定義文と同様に話し

言葉変換を行なったうえでシステム発話とする．ニュー

ス記事内にユーザ発話と類似している文が存在し，かつ

その文が未発話であれば，その文をシステム発話とする．

ユーザ発話文と記事内の文が類似しているかどうかは，両

文中においてどれだけ同じ名詞が出現しているかで判断

する．ユーザ発話と類似していると判断される文が存在

しなかった場合には記事の先頭に近い未発話文を選択し，

全ての文を発話として提示し終えるとシステムは話題と

なっている記事の変更を行なう．

4 対話例

本システムの対話の例を示す．対話例での各システム

発話の右側には，その発話がどのような処理から生成さ
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図 6 質問に回答することによる対話の例

れたものであるか注釈を付与している．注釈と各処理の

対応は表 1に示す．

ユーザの質問に対して，質問応答の処理を用いて回答

することで対話を遂行した例を図 6 に示す．この例では

スマートフォンに関する記事を話題としたうえで，「どこ

が製造するんですか？」といったユーザの問いに対して

質問応答モジュールを用いて回答を行なっている．また，

価格についての問いに対しては質問応答モジュールでは

回答を発見できなかったものの，記事中の類似した文を

発話として選択したことで適切に回答できている．

ユーザの質問に対してWikipedia定義文を用いて回答

し，関連記事を新たな話題として提案した例を図 7 に示

す．対話開始時の話題は天然ガスを燃料とする貨物船に

ついての記事であったが，ユーザが「LNG」，つまり「天

然ガス」について聞いたことによりユーザの興味が「天然

ガス」に移ったと判断して関連記事を新たな話題として

提案しなおしている．

一方で，システムの発話選択が不適切であった例とし

て図 8 を示す．この例において，ユーザは話題としてい

る記事の「コクリコ坂から」の監督が誰であるかと質問を

行なったが，システムはそれを「監督」という語句の定義
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図 7 Wikipedia検索と話題変更が発生した例
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図 8 システムの発話が不適切であった例

を聞いたものと判断してしまった．これはシステムが発

話の生成をWikipedia定義文検索モジュールから順に試

行しており，さらにWikipedia定義文検索でシステム発

話が生成されるかどうかを，文脈情報を考慮していない

単純なパターンマッチで判断していることから発生した．

この問題に対処するためには，それまでの対話履歴を参

照し，ユーザ発話で省略されうる要素を各発話生成の際

に考慮する必要がある．また，この例で話題としていた

記事内には，問いの答えとすることが可能な「ゲド戦記の

宮崎吾朗監督が父・宮崎駿の企画を映像化しました」とい

う文が存在しており，質問応答モジュールや記事内の文

の提示モジュールが生成したシステム発話では適切に回

答できていた．このため，システム発話の生成優先順を

場合によって変化させることも有効であると考えられる．

5 おわりに

Webから獲得した情報と複数の発話生成モジュールを

用いて雑談対話を行なうシステムを提案し，最新のニュー

ス記事を話題として用い，ユーザからの質問に適切に回答

することで，ユーザにとって未知の情報を提供しつつ対話

を行なうことが可能であることを示した．今後は，より適

切なシステム発話を選択するために，各モジュールを制

御する枠組みを改善することを考えている．また，シス

テムが行なった対話そのものの評価も行なう予定である．
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